
【健康保険組合】　労使協議会 健保回答および大貫常務理事からのコメント
2023年12月の賞与要求につきまして、要求書の内容通り『満額回答』と致します。
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回答にあたり、この場を借りて会社コメントとして、健保の認識を共有させて頂きます。

本体の業績は昨年のコロナの制限解除以降、インバウンドの戻りもあり、基幹店を中心に業績の回復が顕著に見られるようになりました。

しかし、従来型の百貨店アイテムの動きは決して堅調とは言えず、その中身は円安を背景とした「ラグジュアリーブランドや宝飾・時計などの高額品」の好調さに支えられている部分は否めません。
持続可能な安定した利益を確保する為には今後の百貨店の在り方、あるいは働き方を変革していくことが継続的課題であると認識しています。

その一方で従業員の高齢化は、加速し60歳定年以降の多様な働き方が求められる時代となり、60歳以降の働き方の整備は、正に急務であると認識します。

健保においては、本体の業績の回復と賞与額の増加も相まって、保険料収入の増加に繋がっています。一方で支出については業務改革を図り抑える所は抑えながら、今年度については経常黒字で推移しています。
しかしながら、今後の高齢化に伴う保険料収入の減少、反面医療費の増加は避けては通れずいかに健康を維持しながら働くことが出来るかという点は、労使共通の重要課題であると言えます。

健保内においては今年度職員の「本体出向」や「エルダー職員の増加」等、今までに無い変革の中で新たな働き方を構築中です。

そうした状況の中での12月の賞与要求は、今年度の本体の業績や健保の経常収支を考えれば、昨年、支給表通りに戻ったこともあり妥当な要求であると判断しております。

引き続き、健保の中期計画を推進していく為にも、組合員の皆さんの声を聞いていただき、それらを労使で共有させて頂きながら課題解決に取組み、1歩でも前に進んでいきたいと考えていますので、今後とも労働組合へのご協力をよろしくお願いいたします。
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